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§１．研究成果の概要 
 

我々人間は、テクノロジーが進化しても、悩みは尽きない。そして、その悩みの大半が、自己意

識に関わることばかりである。それどころか、テクノロジーが進化したことで、自己に関わる情報がま

すます入手しやすくなり、悩みは増える一方なのかもしれない。なぜ、我々はそこまで自己の情報

に囚われるのだろうか。 

そこで、本年度は、潜在意識レベルで提示された自己情報（自分の顔の写真）を脳がどのように

処理しているのかを調べる研究を実施した。具体的には、実験参加者に、自分の様々な顔と、他

者の様々な顔をごく短時間(２５ms)提示し、その前後にモザイク模様のマスク刺激を提示すること

で、顔が意識的には知覚されないようにした。その時の脳活動を核磁気共鳴画像法を用いて計測

した。すると、自分の顔に対して、ドーパミンを放出する報酬系の中枢領域が活動することを発見し

た。一方、他者の顔に対しては、扁桃体が強い活動をしていた。つまり、我々はドーパミンがでるこ

とで、潜在意識レベルでも、常に自分の顔の情報を優先的に収集し、処理する機構が働いている

と推測される。それに対して、潜在意識レベルでも、見知らぬ他者の顔に対しては、恐怖や警戒の

情動が自動的に生成されることが分かった。 

 次に、自己―他者の顔に対する扁桃体の活動変化に着目した研究を行った。具体的には、自己

に似ている他者の顔に対しては、扁桃体の活動が減弱し、その結果、その顔に対する信頼度評価

が高くなるのではないか、という仮説をたて、その実証研究を行った。日本人の大学生２００人の顔

写真を３０人の評価者に提示し、その顔に対する信頼度を評価してもらった。つぎに、２００人の顔

と、評価者３０人の顔の類似度を、顔認識の深層学習ネットワークを用いて距離として算出し、その

距離と信頼度の相関関係を解析した。その結果、特に同性の顔の場合、自分に似ている他者の顔

をより信頼できると回答する傾向がみられた。 
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